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はじめに

喜志西遺跡は、富田林市の北端部に位置 し、近

鉄長野線喜志駅の東西に広がる、弥生時代から中

世にかけての遺跡です。1982年に近鉄長野線喜志

駅西側の駅前整備事業に伴 う試掘調査 によって発
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見され、その後 も喜志駅周辺で住宅などの建て替

え伴って発掘調査が多 く行われてきました。これ

までの調査で、喜志駅の東側で弥生時代中期の方

形周溝墓や甕棺墓が見つかつてお り、遺跡の北東

にある喜志遺跡の墓域ではないかと考えれていま

す。また、弥生時代から飛鳥時代にかけての自然

流路、古墳時代の溝や土坑などが確認されていま

す。

今回の調査地は、1993年 に富田林市教育委員会、

大阪府教育委員会が調査 を行つたす ぐ隣を建物部

分について、事業主である山村友良氏の協力を得

て行いました。
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図 1 喜志西遺跡調査地位置図
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地形と層序

調査地は、近鉄長野線喜志駅の東側にあります。

発掘調査は南北約26m、 東西約1.5mの トレンチを

2本 (西側 :第 1ト レンチ、東側 :第 2ト レンチ)

設定 して調査 を行いました。調査は水田面までを

機械掘削で行い、それ以下は人力によって掘削、

精査を行いました。

層序は盛上の下に水田面があ り、この下に 2層

の包含層が確認 されました。水田面は第 1ト レン

チで 3面、第 2ト レンチで 5面あ り、包含層は各

トレンチの南側で確認できることから、ここでの

地形の傾斜が東側 と南側に緩やかに下がつている

ことがわか ります。これらを取 り除 くと、現況か

ら約0。8～ 1.lm下の所で地山面に達 します。遺構は

すべてこの地山面で検出しました。

遺構と遺物 (図 2)

今回の調査では、方形周溝墓 1、 溝 1、 土坑 6、

ピット22を検出しました。

方形周清墓

調査区北偵1で検出されました。確認できたのは、

南側周溝、南東コーナ、北側周溝、北東コーナー、

東側周溝です。墳丘は後世の削平 を受けてお り、

墳丘上幅で検出長南北約7.8m、 東西約5。 3m、 墳丘

下幅で検出長南北約9,Om、 東西約5.5mです。東側

周溝 と南側周溝は幅約2.Om、 北側周溝は検出幅で

約4.8mを 測 ります。周溝内の埋土は 3層 に分層で

き、第 1層 ・黒褐色粘質土、第 2層 。暗褐灰色砂

質土、第 3層 ・暗褐灰色粘質土です。第2層 は北側

周溝でのみ確認できます。

埋葬施設 として主体部を 1基、墳丘の中央部で

検出しました。長方形の堀方で、幅約0.6m、 長さ

1.2m以上あります。埋土は暗灰責色弱粘質上です。

木棺の位置は平面では確認できませんで したが、

調査区の西側断面の観察から木棺の幅は約0.5mだ

ったようです。木棺内の埋土は暗黄灰褐色粘質土

です。

遺物 としては北側周溝内より供献土器 と思われ

る弥生土器が出上 しています (図 4)。 土器は地山

から浮いた状態で出土 してお り、原位置をとどめ

ていません。弥生時代中期中頃の遺物 と考えられ

ます。

溝 1

第 1ト レンチ北側で検出しました。東西方向の

溝で、長さ約1.5m分 を検出しました。幅は約0.45m、

深さは約0.09mで す。埋土は濁灰黄褐色粘質土です。

遺物は瓦器が出土しました。

土坑 1

第 1ト レンチ南端で検出しました。検出規模は

長径約1.83m× 短径約1.03m、 形状は不整形、深さ

は0.04mで 埋上は濁灰褐黄色粘質土に濁褐黄灰色粘

質土がブロック状に混 じつています。遺物は土師

器・サヌカイ トが出上 しました。

土坑 2

第 1ト レンチ南側で検出しました。検出規模は

長径約1.27m× 短径約0.54m、 形状は不整形、深さ

は0.10mで 埋土は濁灰黄色粘質上に濁褐灰色粘質土

がブロック状に混 じっています。遺物は出土 して

いません。

土坑 3

第 トレンチ南側で検出しました。検出規模は長

径約1.21m× 短径0.78m、 形状は不整形、深さは

0,07mで 埋土は濁灰黄色粘質土に濁褐灰色粘質上が

ブロック状に混 じつています。遺物は出上 してい

ません。

土坑 4

第 1ト レンテ中央部で検出しました。検出規模

は長径約1.02m× 短径約0。52m、 形状は不整形、深

さは0.09mで 埋土は暗褐灰色粘質土です。遺物は出

土していません。

土坑 5

第 1ト レンテ中央部で検出しました。検出規模

は東西約1.32m× 東西約1.53m、 形状は不整形、深

さは9.09mで 埋土は暗褐灰色粘質土です。遺物は出

土していません。

土坑 6

第 2ト レンチ中央部で検出しました。検出規模

は東西約0.53m× 南北約1.38m、 形状は不整形、深

さは0.63mで、埋土は暗灰褐色粘質上に暗掲灰色粘

質土がブロック状に混 じつています。遺物は出土
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図 2 遺構平面図
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図 3 方形周溝墓復元図



図4 方形同清墓 周溝内出土遺物

していません。

ビット3

第 1ト レンチを中心に大小22個 のピットを検出

されましたがピットか ら遺物は出土 してお らず、

時期などは不明です。

まとめ (図 3)

今回の調査区は1998年の市教委調査区と、府教

委調査区の続 きを調査 しました。前回の調査で合

計3基の方形周溝墓が確認されています。これらの

調査区全景写真 (北から)

方形周溝墓は周溝を共有する形で検出されていま

す。今回の調査でも方形周溝墓を1基確認すること

ができました。北側周溝は1993年度市教委が調査

した方形周溝墓の周溝 と共有 してお り、断面から

今回検出された方形周溝墓が1993年のものより古

くなるようです。この方形周溝墓 より南狽1で はこ

れまでに弥生時代の墓が見つかっておらず、今回

の調査地が喜志駅周辺にある弥生時代の墓域の南

限と考えられます。
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